


土岐市では、平成17年度の一人当たりの老人保健医療費は65万円で年々増加傾向にあります。 
高齢社会に適応できる医療費制度・安心して医療を受けるための医療費制度を維持するために、

医療費の節減にご協力ください。 



人は食べることで生きています。そして、話すことで、自分の意志を伝えた
り、会話を楽しんだりしています。人は生きていくために食べます。その食べ
物を最初に体内に取り込む臓器は口です。この口の具合が悪ければ、食を楽し
むこともできなければ、相手に思いを告げることもできません。虫歯で歯が痛
かったり、歯周病で歯茎が腫れていたり、入れ歯が合わなかったりすると、食
べ物をかみ砕くことができなくなり、まる飲みしてしまいます。また、口の中が気持ち悪かったり、口臭や
歯石が気になると、人と話すのが嫌になったり、おいしく食べられなかったりします。このようなことがあ
ると、消化不良や低栄養、引きこもりなどにつながり、生き生きと楽しく過ごすことができません。口の具
合を治し、手入れをきちんとすることが元気に過ごす第一歩となります。 



それでは、口の機能を向上し、口の寝たきりを予防する方法をお話しします。 

以上のような機能を使えることができれば、口の寝たきりを防ぐことができます。 

人の臓器というのは、使わないと組織が委縮してしまい、機能を果たさなくなります。口の機能も一緒で
す。「口の中が汚れたまま」「歯が悪いので固いものは食べない」「人とあまり話さない」……これでは、
体が動いても口の機能が衰え、「口の寝たきり」になってしまいます。 
それでは、口の機能ってなんでしょうか？口の機能は、歯でかむことだけではありません。下の表に口の

機能とその役割について記します。 

※ 

※誤嚥…食道に入らず、誤って気管に入ってしまうこと 
ご　えん 



このコーナーについて詳しくは、福祉課障害・給付係（内線155）へどうぞ。 

声を出すことで、のどの筋肉も鍛えられますし、口を動かすことでだ液の分泌も促され、顔の筋肉も鍛え
られます。お子さんから高齢者の方々までできるトレーニングを紹介いたします。 

「固いものが食べにくい」「むせやすい」「口が渇く」といった心当たりがある人は、
注意していただきたいと思います。そして、口の検診も行うと良いでしょう。 
体の健康診断をされる方は多いと思いますが、口の健康診断も必要です。痛みや、違和
感がなくても歯科医院で一度診てもらいましょう。きちんと専門的な手入れをし、家でも
口の機能を向上できるよう訓練してみましょう。口は本当に大事です。「はじめに口あり
き」ですから。 

市
で
は
、
重
度
の
障
害
者（
児
）

の
方
が
社
会
で
の
活
動
範
囲
を
広

げ
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
19
年
度
分
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
、
4
月
2
日（
月
）か
ら

交
付
し
ま
す
の
で
、
次
の
条
件
に

該
当
す
る
方
は
、
福
祉
課
障
害
・

給
付
係
ま
た
は
、
各
支
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
平
成
18
年
度
分
の
チ

ケ
ッ
ト
は
、
4
月
1
日（
日
）以
降

使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

  次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
 

①
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
 

②
土
岐
市
の
住
民
票
ま
た
は
、
外

国
人
登
録
原
票
に
登
載
さ
れ
て

い
る
方
 

③
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、

療
育
手
帳
Ａ
（
A
1
・
Ａ
2
）

ま
た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
1
〜
3
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
 

④
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
、
自

動
車
取
得
税
の
減
免
措
置
を
受

け
て
い
な
い
方
 

 
 ①

印
鑑
（
認
め
印
可
）
 

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

ま
た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
 

③
平
成
18
年
度
分
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
使
用
し
な
か
っ
た
チ
ケ

ッ
ト
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
残

り
分
 

詳
し
く
は
、
福
祉
課
障
害
・

給
付
係
（
内
線
１
５
６
）
へ
ど

う
ぞ
。 





二
宮
文
化
賞
は
、
初
代
市
長
の

故
二
宮
安
徳
氏
の
遺
志
に
よ
り
、

そ
の
寄
付
金
を
も
と
に
、
昭
和
62

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

同
賞
は
、
毎
年
本
市
の
文
化
向

上
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
、

長
年
に
わ
た
り
、
県
内
の
第
一
線

で
活
躍
し
続
け
て
い
る
土
岐
商
業

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

〈第16回ブラスの集いで演奏する土岐商業高等学校吹奏楽部〉 

教
育
文
化
賞
は
、
市
内
の
教
育
・

文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方
や
、

ス
ポ
ー
ツ
・
学
習
・
音
楽
な
ど
の

分
野
で
優
れ
た
実
績
を
挙
げ
ら
れ

た
児
童
・
生
徒
な
ど
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。 

教
育
文
化
賞
の
受
賞
者
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
　
〈
　

敬
称
略
　

〉 

 

■
教
育
功
労
賞 

増
田
章
（
土
岐
津
小
学
校
校
長
） 

■
優
秀
学
校
賞 

泉
西
小
学
校 
 

■
教
育
実
践
賞 

佐
藤
勝
也
（
泉
中
学
校
教
諭
） 

 

■
善
行
賞 

志
田
叡
（
泉
小
学
校
区
交
通
安
全

指
導
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

 

■
文
化
賞 

▽
個
人
＝
市
岡
悠
花
（
土
岐
津
小
）、 

水
野
貴
文
（
妻
木
小
）、
羽
柴
沙

希
（
駄
知
小
）、
池
田
将
太
（
泉

小
）、
原
由
梨
映
（
同
）、
加
藤

夕
奈
（
泉
西
小
）、
川
村
育
弘
（
泉

中
）、
丸
山
恭
平
（
同
） 

▽
団
体
＝
泉
中
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
（
藤

谷
隆
典
、
板
橋
一
生
） 

 

■
学
習
賞 

小
島
千
沙
（
土
岐
津
小
）、
仙
石

実
優
（
妻
木
小
）、
塚
本
怜
子

（
駄
知
小
）、
水
野
竜
成
（
泉
小
）、

村
井
一
勢
（
泉
西
小
）、
黒
田
ひ

と
み
（
土
岐
津
中
）、
成
田
莉
子

（
西
陵
中
）、
木
村
健
太
（
濃
南
中
） 

 
■
ス
ポ
ー
ツ
賞 

井
野
太
誉
（
土
岐
津
小
）、
今
井

雄
士
（
下
石
小
）、
戸
松
美
穂

（
同
）、
奥
田
毬
子
（
妻
木
小
）、

市
岡
さ
や
か
（
泉
小
）、
桐
原
勇

樹
（
同
）、
山
口
真
奈
（
同
）、

　
田
泰
輔
（
泉
西
小
）、
井
野
拓

哉
（
土
岐
津
中
）、
梶
田
早
紀

（
同
）、
勝
股
聖
（
同
）、
佐
藤
晴

香
（
同
）、
堀
詩
芙
美
（
同
）、
戸

松
恵
利
（
西
陵
中
）、
渡
辺
晃
子

（
肥
田
中
）、
各
務
博
紀
（
泉
中
）、

金
子
卓
矢
（
同
）、
佐
々
木
裕
允

（
同
）、
佐
藤
香
澄
（
同
）、
花
井

貴
弘
（
同
）、
林
慎
之
輔
（
同
）、

藤
田
雅
佳
（
同
）、
藤
谷
隆
典

（
同
）、
亀
谷
昌
晃
（
麗
澤
瑞
浪

中
） 



詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係（
内
線
１
７
６
〜
１
７
９
）へ
。 

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
内
容

を
正
し
く
把
握
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
 

課
税
明
細
書
は
、
所
有
者
別
資

産
の
課
税
標
準
額
が
法
定
免
税
点

（
土
地
＝
30
万
円
、
家
屋
＝
20
万

円
）
以
上
の
場
合
に
、
納
税
通
知

書
と
同
封
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

た
だ
し
、
所
有
し
て
い
る
資
産
の

多
い
方
は
、
納
税
通
知
書
と
課
税

明
細
書
を
別
々
に
お
送
り
し
ま
す
。
 

な
お
、
課
税
明
細
書
の
再
発
行

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

発
送
は
、
4
月
11
日（
水
）を
予

定
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
19
年
度
の
縦
覧
期
間
は
、

4
月
2
日（
月
）〜
5
月
1
日（
火
）

ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
15
分
ま
で
）
で
、
固
定
資

産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
縦
覧
帳

簿
を
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

縦
覧
帳
簿
に
は
、
市
内
の
す
べ

て
の
土
地
ま
た
は
、
家
屋
の
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
家
屋
番
号
、

構
造
、
種
類
、
床
面
積
、
価
格
、

建
築
年
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ご

自
身
が
所
有
し
て
い
る
資
産
と
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
税
務
課
資
産

税
係
ま
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
は
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税

の
基
礎
と
な
る
価
格
な
ど
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
納
税
者
お
よ
び
借

地
・
借
家
人
な
ど
の
方
は
、
年
間

を
通
し
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
数
料
は
、
1
件
に
つ
き
3
0
0

円
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
上
記

の
縦
覧
期
間
中
は
無
料
）。
 

な
お
、
借
地
・
借
家
人
な
ど
の

方
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
そ
れ
を

確
認
で
き
る
書
類
の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
税
務
課
資
産

税
係
ま
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
 

詳しくは、環境課（内線252）へどうぞ。 



古
代
中
国
で
、
あ
る
国
の
王

様
が
隣
の
国
を
訪
れ
、
そ
の
国

の
王
様
に
一
寸
も
あ
る
宝
石
な

ど
を
見
せ
、
こ
れ
が
わ
が
国
の

宝
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
の
に
対

し
、
隣
の
王
様
が
私
の
国
に
は
、

そ
の
よ
う
な
物
は
無
い
け
れ
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
精
一
杯
努

力
し
、
明
る
く
光
り
輝
く
立
派

な
人
々
が
い
て
、
何
物
に
も
代

え
難
い
貴
い
国
の
宝
で
あ
る
と

応
え
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。
こ

の
故
事
に
倣
っ
て
、
今
か
ら
1
 

2
0
0
年
の
昔
、
伝
教
大
師
最

澄
上
人
が
、
「
山
家
学
生
式
」

の
冒
頭
で
紹
介
し
、
天
台
宗
の

根
本
教
義
と
し
て
、
今
日
ま
で

連
綿
と
し
て
継
承
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
 

自
己
の
解
脱
を
目
的
と
す
る

小
乗
仏
教
に
対
し
、
衆
生
済
度

を
目
的
と
し
て
、
自
分
自
身
よ

り
全
体
の
幸
福
を
求
め
る
「
菩

薩
の
心
」
に
基
づ
く
利
他
的
な
心

を
基
本
と
す
る
教
え
は
、
偉
大
な

乗
物
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の

を
救
う
と
い
う
こ
と
で
「
大
乗
仏

教
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
天
台
宗
の

宗
祖
で
あ
る
伝
教
大
師
は
、
こ
の

大
乗
の
教
え
を
わ
が
国
に
根
付
か

せ
よ
う
と
比
叡
山
延
暦
寺
を
開
き
、

円
教
、
密
教
、
禅
、
戒
律
、
念
仏

す
べ
て
を
実
践
す
る
仏
教
総
合
大

学
と
さ
れ
ま
し
た
。
 

少
子
・
高
齢
化
の
進
む
社
会
に

あ
っ
て
、
人
々
が
斉
し
く
人
間
と

し
て
生
涯
を
全
う
で
き
る
よ
う
、

共
に
助
け
合
い
、
分
か
ち
合
い
、

互
い
に
幸
福
を
願
い
合
え
る
社
会

を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
、
現
代
に

生
き
る
わ
た
し
た
ち
の
理
想
で
あ

り
ま
す
が
、
１
２
０
０
有
余
年
の

昔
、
そ
れ
を
実
践
指
導
さ
れ
ま
し

た
伝
教
大
師
の
崇
高
な
教
え
に
敬

服
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
て
、
今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、

文
化
会
館
の
小
会
議
室
に
山
田
無

文
老
師
の
「
照
一
隅
者
国
宝
也
」

の
額
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

を
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
に
観
賞
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
願
っ
て
、
市
役
所
の
市
長
公
室

に
掲
額
し
、
来
訪
さ
れ
る
市
民
の

皆
さ
ま
に
広
く
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
世
相
は
、

価
値
観
が
複
雑
多
様
化
し
、
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
悲
惨

な
事
件
事
故
が
続
発
し
、
利
己
中

心
の
風
潮
が
強
ま
り
、
小
・
中
学

校
で
の
給
食
費
で
す
ら
、
そ
の
不

払
い
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
真
に
困
窮
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
扶
助
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、
払
え
る
の
に
払
わ
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
 

権
利
と
義
務
は
、
相
関
関
係
で

あ
り
、
義
務
を
果
た
し
て
こ
そ
、

権
利
は
擁
護
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
 

し
か
し
、
善
良
な
市
民
は
圧
倒

的
に
多
く
、
自
治
会
、
女
性
連
合

会
、
消
防
団
、
自
警
団
、
民
生
委

員
会
、
青
少
年
育
成
会
、
商
工
団

体
な
ど
な
ど
、
各
界
各
層
の
多
く

の
皆
さ
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

で
、
地
域
社
会
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
た
だ
た

だ
感
謝
あ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
さ
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
精
一
杯
努

力
さ
れ
、
明
る
く
光
り
輝
く
地
域

社
会
の
た
め
に
、
貴
重
な
「
一
隅

を
照
ら
す
」
役
割
を
、
立
派
に
果

た
し
て
お
ら
れ
、
市
の
宝
で
あ
り

ま
す
。
 

「
一
燈
照
隅
　
萬
燈
照
国
」
と

言
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

郷
土
愛
の
精
神
が
重
な
り
合
っ
て
、

地
域
は
活
性
化
す
る
も
の
と
存
じ

ま
す
。
 

駄
目
だ
駄
目
だ
と
言
っ
て
い
る

だ
け
で
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
 

良
い
所
を
見
付
け
出
し
、
そ
れ

を
育
て
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
力

を
出
し
合
う
中
で
何
か
が
生
ま
れ

ま
す
。
 

1
歩
目
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
、

2
歩
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

志
を
高
く
掲
げ
、
辛
抱
強
く
努

力
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
未
来
を

拓
く
最
大
の
力
で
あ
る
と
存
じ

ま
す
。
 

一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
大

き
な
力
と
な
り
、
明
る
い
社
会

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

国
・
県
・
市
の
連
携
の
中
で
、

治
水
・
治
山
・
砂
防
の
推
進
に

よ
り
、
安
全
安
心
は
大
き
く
前

進
し
、
高
速
交
通
体
系
の
重
要

な
結
節
機
能
の
飛
躍
的
な
発
展

に
よ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
や
道
の
駅
、
バ
ー
デ

ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
開
設
と

併
せ
て
、
県
下
で
も
有
数
の
交

流
人
口
増
加
都
市
と
な
り
、
近

々
に
大
企
業
の
進
出
な
ど
「
新

し
い
土
岐
の
時
代
」
が
幕
を
開

け
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

未
来
へ
の
基
盤
は
、
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
 

少
子
・
高
齢
社
会
を
克
服
し
、

持
続
可
能
性
の
高
い
成
熟
社
会

を
築
き
上
げ
る
た
め
、
市
民
各

位
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を

期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

 

な
ら 

さ
ん
げ
が
く
し
ょ
う
し
き 

ひ
と 

ひ
ら 

※ 

し
ゅ
じ
ょ
う
さ
い
ど
 

※
衆
生
済
度
…
仏
語
。
迷
い
の
苦
し

み
か
ら
衆
生
（
生
命
の
あ
る
も
の
す

べ
て
。
特
に
、
人
間
を
い
う
）を
救
っ

て
、
悟
り
の
世
界
へ
渡
し
導
く
こ
と
 







妊娠、出産、育児または、介護のた
めに退職したけれども、将来働けるよ
うになったときに、再就職を希望する
方の登録事業を行っています。登録し
た方は、セミナーへの参加、再就職の
準備に役立つ「情報誌」の送付、個別
相談などの支援が受けられます。登録
料は無料です。 
◆受け付け　平日の午前　9　時30分～午
後　4　時30分（祝日を除く） 
詳しくは、（財）21世紀職業財団岐

阜事務所（　058-266-5033）へどうぞ。 
 
 
 
 
職場に働く人が、性別により差別さ

れることなく、また、働く女性が母性
を尊重されつつ、その能力を十分発揮
することができる雇用環境を整備する
ために、改正男女雇用機会均等法が　4　
月　1　日から施行されます。 
改正内容は、性別による差別禁止範

囲の拡大、妊娠などを理由とする不利
益取り扱いの禁止、セクシュアルハラ
スメント防止対策の強化などです。 
詳しくは、岐阜労働局雇用均等室へ

どうぞ。 
 
 
 
 

◆対象　高校・大学・短大・大学院・
専修学校など、融資の対象となる学校
に入学・在学するお子さんの保護者で、
世帯の年間収入が990万円（事業所得
者は770万円）以内の方 
◆融資金額　　1　人　200万円以内 
◆融資期間　10年以内 
◆利率　年2.3％（平成19年　2　月27日
現在） 
◆返済方法　毎月元利金均等返済（ボ
ーナス月増額返済も可） 
申し込みなど詳しくは、国民生活金

融公庫多治見支店（　○22　6341）へ。 

次の方からご寄付をいただきました。

温かい善意をありがとうございました。 

■肥田公民館に　松月嘉子様・郡山美
恵様＝水墨画作品のリトグラフ　4　点 
■妻木小附属幼稚園に　妻木ひのえう
ま会様＝ごっこ遊び用品（計　5　万円相
当） 
■社会福祉のために　　東濃地区社
会福祉事業協力会様＝金40万円　 
　ＪＵ岐阜東濃支部土岐ブロック様＝
金18,870円 
■西陵中学校に　妻木ひのえうま会様・
下石午未会様＝断裁機（30万円相当）
■土岐津小学校に　土岐津巳午会様＝
加湿器　7　台（計10万円相当） 
■山神保育園に　下石午未会様＝玄関
防犯門扉・乳幼児用紙芝居・絵本（計
　5　万円相当） 
■土岐市へ　伊縫英男・靖子（旧姓山
中）夫妻様＝金50万円 
■肥田小附属幼稚園に　肥田小附属幼
稚園ＰＴＡ様＝グランドソフトグリー
ン・ワイド各　5　枚（計237,000円相当） 

※開催終了日は、各会場に表示します。 

詳しくは、農林課へどうぞ。 



スポーツ少年団は、「体を動かした
い」「友だちがたくさん欲しい」、そ
んな子どもたちの要望に応える団体で
す。現在、男女合わせて約400人のス
ポーツ大好きな子どもたちと、約100
人の指導者が所属しています。 
◆種目　野球、サッカー、ソフトボー
ル、剣道、空手 
※地元の地域に無い種目でも、他の地
域で入団できます。 
◆年間の主な行事　　　4　月：春季大会
　　5　月：東濃スポーツ少年団春の交流
会　　　8　月：東濃スポーツ少年団夏の
交流会、土岐市・焼津市スポーツ交流
会　　　9　月：運動会　　10月：秋季大
会　　12月：東濃スポーツ少年団駅伝
交流会 
◆お問い合わせ先＜敬称略＞ 
 
 
 
 
 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 

 
 
 
 
市では、女性のスポーツ活動の普及・

振興を図り、健康と体力の維持増進、
明るい家庭と社会を築くことを目的に、
婦人スポーツ協議会への登録団体を募
集します。 
現在は、　9　人制バレーボール、ソフ
トバレーボール、インディアカの　3　種
目に約200人が登録しています。種目
ごとに大会を行ったり、エアロビクス
の先生を呼んで講習会を開催したり、
ニュースポーツで汗を流したりしてい
ます。個人で参加を希望される場合は、
既存の団体を紹介します。 
◆年会費　　1　人200円 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 

◆日時　　4　月14日（土）午後　1　時～　4　時
30分 
◆場所　多治見市文化会館 
◆参加費　無料 
申し込みなど詳しくは、ＮＰＯ法人

こころとまなびどっとこむ（　052-452-
1136）へどうぞ。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆受付期間　　幹部候補生＝　4　月　1　日
（日）～　5　月11日（金）　　予備自衛官
補＝　4　月　9　日（月）まで 
◆試験日　　幹部候補生＝　5　月19日（土） 
　予備自衛官補・一般＝　4　月14日（土）　
　予備自衛官補・技術＝　4　月15日（日） 
詳しくは、自衛隊恵那地域事務所へ

どうぞ。 
 
 
 
 
 
 
　2　月10日（土）に、クリスタルパーク恵

那スケート場で、市民総合体育大会・ス
ケート競技が、　7　年ぶりに行われまし
た。 
結果は、次の通りです。 

①肥田町　②駄知町　③泉町　④土岐
津町・妻木町 

下水道が整備された地域の土地所有
者などの方には、その建設費の一部を
負担していただくため、受益者負担金
の納付をお願いしています。 

　4　月になりましたら、平成18年度に
下水道工事が完成した地域の土地所有
者の方に、下水道事業受益者申告書を
発送しますので、　4　月20日（金）までに
申告してください。 
◆申告内容　土地の確認（地目、面積
など）、納付方法の指定 
詳しくは、下水道課庶務係へどうぞ。 
 
 
 
 
ごみを野外で燃やすと、悪臭や煙に
より、近所に迷惑が掛かります。また、
CO 2 やダイオキシンの発生の原因とも
なります。 
「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」により、野焼きをすることは、国
または、地方公共団体が必要な廃棄物
の焼却をするなど、一部の例外を除い
て禁止されています。違反者には、懲
役・罰金などが課せられます。 
ドラム缶や基準に適合しない簡易焼
却炉、ブロック積みなどでごみを焼却
することも、野焼きとみなされ禁止さ
れています。ごみは、指定された集積
場所に出してください。 
詳しくは、環境課へどうぞ。 
 
 
 
 
交通事故、詐欺、脅しなどの犯罪の
被害に遭い、警察や検察庁に訴えても
検察官がその事件を起訴してくれない。
このような不満をお持ちの方のために、
検察審査会があります。お気軽にご相
談ください。費用は無料で、秘密は固
く守られます。 
詳しくは、多治見検察審査会事務局

（　○22　0698）へどうぞ。 

 地　区 氏　名 電話番号 
 土　岐　津 森川　　顕 　○54　8134 
 下石・妻木 渡辺　和広 　○57　3760 
 濃　　　南 土屋総一郎 　○52　2150 
 駄知・肥田 日比野和博 　○59　5367 
 泉 今井　弘徳 　○55　2883

区　分 
 

一 般・技術  

幹部候補生
 

 

 

歯科・薬剤科 

幹部候補生  

 

 

一 般・技術  

予備自衛官補 

応募資格 
（年齢は平成20年　4　月　1　日現在） 

　1　．20歳以上26歳未満の方 
　2　．大学院で修士の学位を受けた

28歳未満の方 

　歯科＝20歳以上30歳未満の方 
　薬剤科＝20歳以上26歳未満の方 
（薬学修士の学位を受けた方は28歳
未満） 

　一般＝18歳以上34歳未満で自衛官
経験期間が　1　年未満の方 

　技術＝18歳以上で保有する技能に
応じ53歳～55歳未満の方 



  16日（月） 午後　1　時～　3　時40分  市役所　3　階・第　1　会議室   ※要予約 

  毎週火曜日 午後　1　時～　4　時 

  11、25日（水） 午後　1　時～　3　時  

  11日（水） 午後　1　時30分～　3　時 市役所　1　階・会議室　1　（税務課隣） 
   30分 
  毎週月・水・金 午前　8　時30分～午後 市役所　1　階・児童課（内線166）   曜日 　5　時15分 
  11日（水） 午前10時～午後　3　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 
  月～金曜日 午前　9　時～午後　4　時 ウエルフェア土岐、恵風荘、ひだまり 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　4　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　5　時 ひ だ 保育園（　○55　0337）     つまぎ保育園（　○57　5377） 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　3　時  教育相談室・浅野教室（　○55　8555）   10日（火） 午後　7　時～　9　時 

 

妊婦さん  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成18年12月16日～31日生まれ 

平成19年　1　月　1　日～15日生まれ 

 

毎週木曜日 

　4　月10日（火） 

　4　月17日（火） 

　4　月　3　日（火） 

　4　月13日（金） 

　4　月20日（金） 

　4　月24日（火） 

　4　月　2　日（月） 

　4　月16日（月） 

　1　日～15日生まれ 

16日～30日生まれ 

下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 

土岐津・泉地区 
 

該当児には、視聴覚検
査票を郵送する際に健
診日を通知 
 
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 

土岐津・泉地区 

下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
 
土岐津・泉地区 
 

 
平成18年 
11月生まれ 
 
 
平成17年 
　9　月生まれ 
 
 
平成16年 
　3　月生まれ 
 
 
平成17年 
　3　月生まれ 

平成15年 
　3　月生まれ 
平成15年 
　9　月生まれ 
平成16年 
　9　月生まれ 

 

午前　9　時～11時30分  
 
 

午後　0　時45分～　1　時  
 
 
 
 
 
 

午後　0　時45分～　1　時  
 
 
 
 
 
 
 
午前　9　時30分～10時30分 
 
 
 
午後　1　時30分～　1　時50分 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

持ち物：妊娠届出書  
 
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票 
 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票（　1　歳　6　カ

月児健診と　3　歳児
健診のみ必要） 

　　　　お子さんの尿（　3　
歳児健診のみ必要） 

　　　　歯ブラシ（　2　歳児
歯科健診のみ必要） 

※ご希望によりフッ化物塗
布を行います。 
料　金：500円  
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　歯ブラシ 
料　金：500円 
 
 
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　予診票 

診療科　内科・小児科 
場　所　駄知町1272－　5　（とき陶生苑隣・駄知診療所併設　　○59　1500） 
急病の際の医院照会は、救急医療情報センター（　○55　3799）へ 

　4　月の診療日：　1　日（日）・　8　日（日）・15日
（日）・22日（日）・29日（日・
祝）・30日（月・休） 

診療時間：午前　9　時～午後　6　時 
 （受け付けは、午後　5　時30分まで） 

※生後　6　カ月未満でBCGワクチンを接種していないお子さんも含みます。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 

　4　月　3　日（火）  
 
　4　月13日（金） 

　4　月11日（水） 

　4　月27日（金） 




